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直方市公式LINE
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直
方
の
歴
史
と
文
化
文  

榊 

正
澄

文
化
財
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ…
文
化・ス
ポ
ー
ツ

　推
進
課
社
会
教
育
係 （
TEL 

25―

２
３
２
６
）

　
直
方
は
江
戸
時
代
か
ら
俳
句
（
当
時
は

俳
諧
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
）
の
盛
ん
な

と
こ
ろ
で
、
市
内
各
所
に
句
碑
が
あ
り
ま

す
。

　

短
歌
を
刻
ん
だ
歌
碑
は
数
が
少
な
く
、

私
の
知
る
限
り
で
は
次
の
二
つ
で
す
。

　
多
賀
神
社
境
内
の
釈し

ゃ
く
ち
ょ
う
く
う

迢
空
歌
碑

　
多
賀
神
社
境
内
の
手
水
舎
の
手
前
、
鉄

道
線
路
側
に
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
四
十
九
年
一
九
七
四
年
に
当
時
の

多
賀
神
社
宮
司
の
青
山
大だ

い
ろ
く麓
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

歌
人
釈
迢
空
・
本
名
折お

り
く
ち口

信し
の
ぶ夫

（
一
八
八
七
〜
一
九
五
三
）
は
、
国
語
学

者
と
し
て
國こ

く
が
く
い
ん
だ
い
が
く

學
院
大
學
教
授
・
慶
應
義
塾

大
学
教
授
を
務
め
、
民
俗
学
の
分
野
で
も

「
折
口
学
」
と
呼
ば
れ
る
研
究
で
成
果
を

あ
げ
て
お
り
、
青
山
大
麓
宮
司
の
國
學
院

大
學
で
の
恩
師
で
し
た
。

　
歌
碑
の
表
面
に
は
、

多
賀
の
宮
み
こ
し
す
ぎ
ゆ
く
お
ひい

か
ぜ
に

わ
れ
は
か
し
こ
ま
る
神
わ
た
り
給た

も
うふ

　
裏
面
に
は
、

筑
紫
の
日
若
お
ど
り
を
見
に
ゆ
か
ん
こ
と

を
想お

も

え
り
三
と
せ
の
後
も

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
は
昭
和
二
十
四
年
一
九
四
九
年

に
弟
子
の
伊
馬
春
部
（
本
名
・
髙
﨑
英
雄

一
九
〇
八
〜
八
四
）
に
案
内
さ
れ
て
多
賀

神
社
を
参
拝
し
、
御
神
幸
を
見
学
し
て
詠

ん
だ
も
の
で
す
。

　
伊
馬
春
部
は
木
屋
瀬
出
身
の
放
送
作
家

で
旧
制
鞍
手
中
学
を
卒
業
し
て
國
學
院
大

學
で
折
口
信
夫
に
師
事
、
鞍
手
高
校
校
歌

の
作
詞
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
作
曲
者
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
エ
ー

ル
」
の
モ
デ
ル
の
古こ

せ
き関
裕ゆ

う
じ而
で
し
た
。

　
近
津
神
社
境
内
の
黒
田
長
清
歌
碑

　
頓
野
の
福
岡
県
立
筑
豊
高
校
東
側
に
あ

る
近
津
神
社
拝
殿
の
右
側
に
あ
り
ま
す
。

　
黒
田
長
清
は
直
方
藩
最
後
の
第
四
代
藩

主
で
、
元
禄
元
年
一
六
八
八
年
か
ら
享
保

五
年
一
七
二
〇
年
ま
で
の
三
十
二
年
に
わ

た
り
藩
主
の
座
に
あ
り
ま
し
た
。

　
風
雅
を
愛
す
る
文
人
大
名
で
、
た
び
た

び
頓
野
内
ヶ
磯
な
ど
に
桜
や
紅
葉
の
見
物

に
訪
れ
ま
し
た
。

　
元
禄
八
年
九
月
に
近
津
神
社
に
参
詣
し

た
と
き
に
宮
司
の
水す

い
た田
辰と

き
の
り舎
が

君
が
た
め
一ひ

と

し
ほお

あ
き
の
色
み
せ
て
に
ほお

う
は
岸
の
も
み
じ
な
り
け
り

と
献
上
し
た
歌
に
対
し
て
、

千
加
津
川
き
し
の
も
み
ぢじ

ば
こ
こ
ろ
あ
ら

ば
ま
た
来こ

んむ
秋
の
色
な
忘
れ
そ

と
詠
ん
だ
返
歌
の
両
方
が
刻
ま
れ
て
い
る

極
め
て
古
い
歌
碑
で
す
。

　
長
清
の
文
化
愛
好
が
直
方
藩
家
臣
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
俳
諧
師
有あ

り
い井
浮ふ

ふ
う風
（
後

に
諸し

ょ
き
ゅ
う
に

九
尼
の
夫
）
な
ど
が
育
っ
て
お
り
、

直
方
の
文
化
の
先
達
と
い
え
ま
す
。

　
嫡
男
が
事
情
で
福
岡
本
藩
六
代
藩
主
継

高
と
な
っ
た
た
め
、
後
嗣
不
在
の
直
方
藩

は
長
清
の
死
後
に
廃
藩
と
な
り
ま
し
た
。

 　

直
方
文
学
散
歩
・
短
歌
編

 　

直
方
の
歌
碑
巡
り

第 68 回

近津神社境内の
黒田長清歌碑

多賀神社境内の釈迢空歌碑
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